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　盛夏の候，皆様いかがお過ごしですか。
　2026年は 4年に一度のサッカーワールドカップの年。深夜に放映される試合をつい見てしま
い，寝不足になった先生方も少なくないのではないでしょうか。今回の日本代表は，本当に見事な
戦いを見せてくれました。なかでも，2度リードされながらも最後まであきらめず走り続け，同点に追
いついたオランダ戦は圧巻でした。高い技術力はもちろんのこと，最後まで勝利を信じて戦い抜く
姿勢に心を動かされました。
　私自身，1993年のワールドカップアジア最終予選イラク戦，いわゆる「ドーハの悲劇」を目の当
たりにした一人です。あの夜は当直中でしたが，病棟や救急から呼ばれることもなく，医局のテレ
ビの前で日本代表を応援していました。2対 1でリードしたまま終盤を迎え，「あと一歩でワールド
カップ初出場だ」と胸を躍らせていたそのとき，急患の連絡が入り診療へ向かいました。「戻れば歓
喜の瞬間に立ち会える」と思っていたのですが，診察を終えて医局に戻ると，画面にはピッチに倒れ
込み涙を流す日本選手の姿が映っていました。最初は何が起こったのか理解できず，実況を聞き，
VTRを見て初めて状況を把握したことを，今でも鮮明に覚えています。
　あれから30年以上が過ぎ，日本サッカーは驚くほど成長しました。世界一を目標と掲げられるま
でになった背景には，長い年月をかけて積み重ねてきた努力があるのでしょう。4年後，日本代表
がどのような景色を私たちに見せてくれるのか，今から楽しみでなりません。
　さて，今月の特集は「厄介な鼻副鼻腔炎とどう向き合うか」です。薬物療法や内視鏡手術の進
歩によって鼻副鼻腔炎診療は大きく発展しましたが，後鼻漏をはじめ，いまだ思うように改善できな
い症状や病態も少なくありません。そのような患者さんと根気強く向き合い，一人ひとりにとってより
良い治療を模索し続ける姿勢が大事です。本特集では，12名のエキスパートに，豊富な経験と
最新の知見をご執筆いただきました。診療のヒントとなる内容が数多く盛り込まれ，読者の皆様の
診療にお役立ていただければ幸いです。また，本号には原著論文 4編も掲載されています。いず
れも興味深い内容です。ぜひご一読ください。
 （鴻　信義）
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